
『あおもり創造学』プロジェクト事業 

 

 本校では、青森県教育委員会「持続可能な地域づくり『あおもり創造学』プロジェクト事業」の一環と

して、地域の魅力発信・地域課題解決プログラムを以下のように実施しています。 

 

１ プランの名称 

「三戸みらい創生プロジェクト」 

 

２ 学校及び地域の現状 

三戸高校は定員割れの状態が続き存続の危機にある。また三戸町は青森県内の他の市町村と同様に

少子高齢化が進んでいる地域である。特に人口の社会減は顕著でありその理由として地域に核となる

産業がないことが挙げられる。 

 

３ プロジェクトの具体的な目標 

高校生が地域の抱える課題を主体的に見つけ出し、その解決方法を探究するだけでなく、地域社会と

連携をとりながら実践的な取組をすることにより、郷土愛を深め地域の発展のために貢献する意欲を

育む。 

 

４ 連携先（令和５年度） 

三戸町役場まちづくり推進課・八戸学院大学地域経営学部・三戸町教育委員会・三戸町観光協会 

特定非営利法人「学びどき」（合同会社「南部どき」２Ｆ）・いなかふぇ ほっといれぶん 

三戸町下在府小路町内会 

 

５ 実施プログラム 

【令和４年度】 

『SDGs アイデアコンテスト』 

持続可能な地域社会の創生するために、生徒自身が SDGs の視点から地域活性化や持続可能なまちづ

くりのための具体的アイデアをプランニングし、地域の関係者や専門家に対してプレゼンテーション

することで、地域社会の課題と課題解決の方法について理解を深めました。 

～探究（発表）テーマ～ 

「二つの町のコラボレーション‼」・「三戸町の特色探究」・「アニメで地域活性化！」 

「防災グッズ〜安心できる生活を〜」・「『三戸遊園地計画！』全世代参加型で明るい未来に」 

「高校生がくつろげる放課後を〜地域の空き店舗をカフェに〜」 

「廃校をリノベーション‼  〜みんなが使える憩いの場に〜」 

 

 

 

 

 

 

 



【令和５年度】 

 『SDGs みらい創生プロジェクト』 

  ＳＤＧｓの観点から、地方公共団体や民間企業、住民などで構成される「まち」のよりよい発展につ 

ながるプロジェクトを考え、その実現を目指します。 

探究の過程で，地域の抱える課題を主体的に見つけ出し、その解決方法を地域社会と連携をとりなが

ら模索する実践的な取組です。 

一人ひとりが探究課題を挙げ、プロジェクトはペア・グループで考え実現を目指しました。 

  

～探究課題一覧～ 

地域創生〜映画館〜 

廃校舎を美術館に 

在校生から見た高校魅力化とは 

11 ぴきのねこで三戸の知名度向上と観光客の増加 

三戸町に若者を呼び込むには 

11 ぴきのねこで知名度向上と人口増加 

若い人の町内会の参加を上げるアイディア 

『〜若い世代が楽しめる場を〜』 

町内会と役場との関係 

子供達とサマースポーツフェスティバル 

町づくり推進課の方々とタッグを組み隊 

町内会に人を集めるには 

三戸の特産品スイーツ！！ 

地元の特産品を使って町おこし 

ヤングスポーツ 

地元をもっと住みやすく！ 

三戸町の住みやすい町とは 

三戸町産の林檎を使って商品開発をして、よりたくさんの人に三戸町の林檎を食べてもらうこと 

町内会の実態を知り、改善点を探す 

三戸町の町内会の改善点を見つけ改善する 

三戸町の特産物を知ってもらうために 

集客するにはどのような企画をすればいいのか 

スポーツフェスティバル 

みんなが集まれる映画館に 

廃校舎を活用して木のおもちゃ美術館を作る 

住み続けたいと思えるような町づくり 

三戸高校の魅力と課題 

地域と高校 

地域活動の活性化と魅力化を 

杉沢小中学校廃校舎の有効的かつ魅力的な活用についての提案 


